
ラプラスの発根成分LPSの仕組み
• 商品説明と使用することでの未来について



ラプラスとは

• ラプラスの推し成分(LPS)は、微生物由来【分泌物】の成分。

LPSのほか、リポ多糖（糖脂質）リポポリサッカライドと呼

ばれます。他にも、5-アミノレブリン酸や、アミノ酸【１８種】や脂肪
酸【低分子ではない】などを、含む特殊肥料製品です。

・菌種としては、光合成細菌を中心に乳酸菌などの複合菌に
なっております。

• 目的: 植物の発根を促進し、生育・収穫量向上をサポー
ト。よくある目的です。

以下のような農家さんにおすすめです。

・今の収穫量に不満がある。

・土壌成分に偏りがある。【リン酸・硝酸態窒素・石灰・Ec値が高
い】



他との、発根促進のメカニズムの違い

• LPSを使用すると、植物は条件反射的に発根を行う。

科学的裏付け

• 明治大学との共同研究で効果を実証。

• 試験結果: 他の光合成細菌では得られない効果。



お前誰やねん！⇒井澤商店ミヤタです。

日本全国

旅して肥料屋

してます。
本社は、

兵庫県加古郡稲美町。

別にすごくないんですが、

ご縁ありまして、

２０２１年秋より業界に

入りました。



科学的裏付け

• 明治大学との共同研究で
効果を実証。

 

試験内容から、要約。

PNSB由来LPSが微生物資材と

相互作用し、植物の成長を向
上させることが示された。

LPSと資材成分の相互作用に
より乾重量が増加する。

⇒LPSだけでは乾燥重量は大
きな差を生まなかった。



LPSの試験方法



LPSの試験方法



成果の事例

• 作物例: キュウリ、ブロッコリー、水稲。

• 効果: 根量増加、病害回復、収穫量の大幅向上。

• **ここにグラフや写真を挿入**





他の製品との比較

• 光合成細菌【KR】 ラプラスの使用量と同等の量を使用

左から【水⇒KR種菌⇒KR培養⇒LPS】



他の製品との比較その後

• 光合成細菌【KR】 ラプラスの使用量と同等の培使用

左から【KR⇒LPS】右端はもともと水のみ



水のみでの比較

• きゅうり買い苗に使用 ⇒ラプラス



水のみでの比較

• きゅうり買い苗に使用 ⇒ラプラス



同メーカー従来品比較

• 従来品上位商品BA3【菌体】との比較。



他商品より特殊な菌体【LPSとその他】

• 同メーカー、類似菌体との比較から差がみら
れるケースや農家さんからの報告が多数。





実用方法

• 施用方法: 株元潅水、または潅水を活用。葉面散布も可能

• 希釈倍率: 1000倍。または５００倍など

• 特徴: 液肥・薬剤との混用も可能。

ただし作物などで使用方法や、農家さんの目的に合わせてご紹介している
商品ですので、必ず販売店へ相談をしてください。良い商品も使い方次第。



発根成分がNPKだとどうなるの？

• サマーストレス時は、生育は体力消耗【糖】と、
夏バテ【光合成能力低下】のダブルパンチ。

• ここで根を発根。無理やり長くさせると、か
えって悪いことも。→無駄なく省エネ発根させ
ることがストレス対策のキーポイント。



結論

肥料成分を含まず、植物の根を発根を促すというアプローチが、

今の日本の農業界では求められている。

アミノ酸【メチオニン】で発根させる。亜リン酸カリで発根させる。
微生物の活性により団粒化で発根させる。

様々な手法はあるが、抵抗性誘導での発根は珍しく、大学での
研究での成果という部分も含めてチャレンジはしやすいのでは、
と思われます。

おすすめはしますが絶対はないので、根を伸ばすアプローチに、

もし興味持っていただければご連絡いただければ幸いです。



最後の一言

皆さんがハッピーに！

農業収益性UPにできれば最高！
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